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歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
大
阪
市
天
王
寺
区

空
堀
町

【
最
寄
駅
】
地
下
鉄
・
Ｊ
Ｒ

各
「
玉
造
」
駅
か
ら
徒
歩
５

分
程
度

【
設
備
】
チ
ェ
ア
２
台
、
パ

ノ
ラ
マ
・
デ
ン
タ
ル
、
自
現

機
、
歯
科
機
材
付
き

【
面
積
】
約
13
平
方
㍍

【
金
額
】
80
万
円

【
そ
の
他
】
病
気
療
養
の
た

め
、
廃
院
。

【
連
絡
先
】
０
８
０
―
６
１

０
７
―
３
３
６
５
（
た
や
）

　

物
件
案
内
・
リ
サ
イ
ク
ル

情
報
の
掲
載
申
し
込
み
や
お

問
合
せ
は
協
会
新
聞
部
ま

で
。
掲
載
は
会
員
限
定
。
協

会
は
情
報
提
供
の
み
で
、
掲

載
内
容
の
確
認
や
条
件
な
ど

の
交
渉
は
当
事
者
間
で
お
願

い
し
ま
す
。

　

大
阪
市
西
部
地
区
と
同
南

部
地
区
は
10
月
14
日
、
保
険

医
会
館
で
「
医
療
接
遇
研
修

会
」
を
開
い
た
。
接
遇
・
マ

ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

西
出
知
子
氏
を
講
師
に
会
員

院
所
の
ス
タ
ッ
フ
ら
12
人
が

参
加
し
た
。

　

西
出
氏
は
、
医
療
は
サ
ー

　

協
会
が
２
０
１
７
年
に
実

施
し
た
調
査
で
は
、
学
校
歯

は
、
教
育
、
中
小
企
業
な
ど

４
つ
の
団
体
・
地
域
が
維
新

政
治
が
引
き
起
こ
し
て
き
た

問
題
を
告
発
し
た
。

　

協
会
が
加
盟
す
る
「
明
る

い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る

会
」「
大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
」
は
10
月
18
日
、
中
央
公

会
堂
で
「
カ
ジ
ノ
・
都
構
想

よ
り
、
い
の
ち
、
く
ら
し
、

ら
し
は
悪
化
し
、
医
療
・
福

祉
は
後
退
、
教
育
が
潰
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、

「
政
治
を
変
え
る
に
は
首
長

を
変
え
る
し
か
な
い
。
維
新

政
治
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、

こ
の
１
年
間
が
勝
負
に
な

る
」
と
市
民
の
共
同
を
訴
え

た
。

　

集
会
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
平

松
邦
夫
（
公
共
政
策
ラ
ボ
代

表
・
元
大
阪
市
長
）、
辰
巳

孝
太
郎
（
日
本
共
産
党
参
議

院
議
員
）、
大
垣
さ
な
ゑ

（
あ
か
ん
カ
ジ
ノ
！
女
性
ア

ピ
ー
ル
呼
び
か
け
人
）
の
３

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

発
言
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

防
災
を
！
明
日
の
大
阪
を
つ

く
る
ス
タ
ー
ト
集
会
」
を
開

き
、
８
５
０
人
も
の
府
民
が

参
加
し
た
。

　

基
調
報
告
し
た
中
山
徹
氏

（
奈
良
女
子
大
学
教
授
）

は
、「
維
新
府
政
・
市
政
が

す
で
に
住
民
投
票
で
否
決
さ

れ
た
大
阪
都
構
想
に
執
着
し

続
け
る
の
は
、
大
阪
市
の
財

源
と
権
限
を
奪
う
都
構
想
が

実
現
し
な
け
れ
ば
、
カ
ジ
ノ

誘
致
に
関
連
し
た
大
型
開
発

が
で
き
な
い
か
ら
だ
」
と
強

調
。「
カ
ジ
ノ
誘
致
で
市
民

の
福
祉
予
算
が
削
ら
れ
る
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
ま

た
、
中
山
氏
は
維
新
政
治
の

10
年
間
で
大
阪
の
経
済
と
く

科
健
診
で
「
要
受
診
」
と
診

断
さ
れ
た
子
ど
も
の
う
ち
64

・
３
％
が
未
受
診
で
あ
る
な

ど
受
診
で
き
な
い
子
ど
も
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

小
児
う
蝕
が
減
少
す
る
一
方

で
重
度
の
多
発
性
う
蝕
を
抱

え
る
「
口
腔
崩
壊
」
の
子
ど

も
が
お
り
、
口
腔
内
の
健
康

格
差
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。

　

協
会
は
、
行
政
の
責
務
と

し
て
学
校
健
診
の
要
受
診
児

童
・
生
徒
の
受
診
動
向
と

「
口
腔
崩
壊
」
状
態
に
あ
る

子
ど
も
の
実
態
を
掴
み
、
医

療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
必

要
な
対
策
を
求
め
る
。
ま

た
、
家
庭
環
境
に
左
右
さ
れ

な
い
子
ど
も
の
う
蝕
予
防
対

策
と
し
て
、「
給
食
後
の
歯

み
が
き
指
導
」「
フ
ッ
化
物

応
用
事
業
」
の
推
進
を
求
め

る
。
医
療
ネ
グ
レ
ク
ト
へ
の

対
策
で
は
、「
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増

員
」、「
児
童
虐
待
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
へ
の
歯
科
に
関
わ
る

項
目
の
追
加
」
を
求
め
る
。

　

府
が
実
施
し
た
子
ど
も
の

生
活
実
態
調
査
で
は
、
１
・

８
％
の
保
護
者
が
「
経
済
的

な
理
由
で
子
ど
も
を
受
診
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
回
答
し
た
。
協
会
は
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
必
要
な

医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
設

計
と
健
康
格
差
の
是
正
を
求

め
、
大
阪
府
と
交
渉
す
る
。

ビ
ス
業
で
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
上
で
、
単
に
患
者
と

接
す
る
「
接
客
」
で
は
な

く
、
相
手
を
い
た
わ
る
・
思

い
や
る
「
接
遇
」
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
。
接
遇
に

は
①
身
嗜
み
②
挨
拶
③
表
情

④
態
度
⑤
話
し
方
⑥
聴
き
方

―
―
の
６
つ
の
要
素
が
重
要

で
あ
る
と
述
べ
た
。
お
互
い

の
顔
が
見
え
な
い
電
話
応
対

で
は
、
正
確
さ
・
分
か
り
や

す
さ
に
加
え
て
「
感
じ
の
良

さ
」
が
求
め
ら
れ
る
。

　

研
修
で
は
、
患
者
か
ら
の

予
約
電
話
を
想
定
し
た
２
人

１
組
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
、
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
使
っ
た
言
葉
遣
い
の
ミ

ニ
テ
ス
ト
な
ど
を
行
い
、
西

出
氏
が
寸
評
を
加
え
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

明るい会・
よくする会

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部
地
区

患
者
を
思
い
や
る
接
遇
を

誰だったっけ？咀 ⑥嚼玩味

天 野 敦 雄

大阪大学歯学研究科長・
歯学部長　予防歯科学・
教授　　　　　　　　　

　

最
近
、
各
地
の
歯
科
医
師
会
に

お
邪
魔
す
る
機
会
が
増
え
た
。
伺

う
と
、
ど
こ
と
も
会
員
各
位
の
平

均
年
齢
は
60
歳
少
々
だ
そ
う
な
。

と
い
う
こ
と
は
、
結
構
な
数
の
院

長
先
生
は
私
と
同
じ
悩
み
を
抱
え

て
い
る
に
違
い
な
い
。
思
い
出
そ

う
と
し
て
も
思
い
出
せ
ず
、
そ
の

焦
り
で
さ
ら
に
思
い
出
し
に
く
く

な
る
現
象
だ
。

　

「
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
―

―
。
よ
く
聞
く
国
会
答
弁
迷
セ
リ

フ
。
そ
ん
な
こ
と
で
ご
ま
か
さ
れ

る
か
！　

か
つ
て
私
も
そ
う
憤
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
所
、
ホ

ン
ト
に
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

飲
み
す
ぎ
て
記
憶
が
な
い
の
は

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か

ら
置
い
て
お
く
。
５
年
前
迄
は
一

度
会
っ
た
人
な
ら
、
名
前
は
忘
れ

て
も
顔
は
頭
の
隅
に
残
っ
て
い

た
。
最
近
は
違
う
。
顔
も
忘
れ

る
。
そ
れ
も
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
。

　

学
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
す

れ
違
う
方
が
挨
拶
し
て
く
だ
さ

る
。「
こ
ん
に
ち
は
」「
お
久
し
ぶ

り
で
す
」。
誰
だ
っ
た
っ
け
？　

知
ら
な
い
人
（
忘
れ
た
人
）
が
多

い
と
焦
る
。
部
屋
へ
の
訪
問
客
も

怖
い
。
７
〜
８
人
の
ス
ー
ツ
姿
の

お
客
さ
ん
、
お
決
ま
り
の
名
刺
交

換
の
数
分
後
、
さ
て
あ
の
人
は
ど

の
人
？　

自
己
紹
介
し
て
頂
い
た

と
こ
な
の
に
。

　

田
中
角
栄
氏
、
大
蔵
大
臣
就
任

の
折
、
官
僚
一
人
ひ
と
り
を
フ
ル

ネ
ー
ム
で
呼
ん
だ
と
い
う
。
早
く

か
ら
頭
角
を
現
す
人
は
や
っ
ぱ
り

凄
い
（
私
が
現
す
の
は
馬
脚
だ

け
）。

　

今
年
の
６
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歯

周
病
学
会
に
行
っ
た
。
外
人
の
顔

は
判
別
が
難
し
い
。
３
回
は
会
わ

な
い
と
覚
え
な
い
。「
ハ
〜
イ
、Dr.

ア
マ
ノ
オ
〜
」。
前
方
か
ら
馴
れ

馴
れ
し
く
近
づ
い
て
来
た
薄
め
ヘ

ア
ー
に
ぽ
っ
ち
ゃ
り
男
性
（
中
年

外
人
に
よ
く
あ
る
風
貌
）。Long 

tim
e no see

と
言
う
も
ん
だ
か

ら
、It's great to see you

と

返
す
が
、
ど
な
た
様
？　

ど
う
や

ら
２
年
前
に
日
本
の
学
会
で
出
会

い
、
そ
れ
以
来
の
再
会
ら
し
い
。

私
の
顔
は
忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
超

イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ブ
？　

い
や
い

や
、
彼
の
記
憶
力
が
凄
ま
じ
い
ん

だ
ろ
う
（
羨
ま
し
い
）。
彼
は
更

に
語
り
か
け
る
。「
エ
リ
ー
ト
ア

ス
リ
ー
ト
は
む
し
歯
と
歯
周
病
が

多
い
話
聞
い
た
か
？
」「
あ
あ
聞

い
た
よ
」「
む
し
歯
は
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
の
せ
い
だ
し
、
歯
周
病

は
口
呼
吸
す
る
か
ら
だ
よ
ね
」
と

話
が
盛
り
上
が
っ
た
後
、See 

you

と
別
れ
た
。
が
、
あ
れ
か
ら

４
カ
月
、
今
も
思
い
出
せ
な
い
。

彼
は
誰
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

　

「
胸
に
名
札
が
社
会
の
ル
ー
ル

に
な
れ
ば
い
い
の
に
」
と
教
室
員

に
こ
ぼ
し
た
所
、「
先
生
、
も
う

す
ぐ
で
す
よ
。
老
人
施
設
じ
ゃ
全

員
名
札
着
用
で
す
か
ら
」。
何
と

失
礼
な
奴
。
そ
の
頃
は
老
眼
が
進

ん
で
名
札
が
読
め
な
い
ん
だ
よ
！

「
カ
ジ
ノ
よ
り
く
ら
し
を
」
と

府
民
が
結
集
し
た
ス
タ
ー
ト
集

会
＝
10
月
18
日
、
大
阪
市
内

実
践
を
交
え
て
「
接
遇
」
を
研

修
し
た
＝
10
月
14
日
、
保
険
医

会
館
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の
は
な
ぜ
か
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
内

訳
は
個
人
消
費
が
６
割
を
占

め
る
。
企
業
の
設
備
投
資
は

14
％
で
、
輸
出
入
に
至
っ
て

は
２
・
３
％
に
過
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
経
済
成
長
を
図
る

に
は
家
計
を
温
め
、
個
人
消

費
を
喚
起
す
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
。

　

社
会
保
障
の
改
悪
を
繰
り

返
せ
ば
、
家
計
の
実
質
的
な

所
得
は
減
少
し
、
消
費
が
冷

え
込
む
。
賃
上
げ
に
結
び
付

か
な
い
大
企
業
支
援
で
は
な

く
、
社
会
保
障
の
充
実
で
経

済
成
長
を
図
り
、
税
収
増
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
財
政
再
建

の
近
道
だ
。

Ａ　

社
会
保
障
へ
の
支
出
は

経
済
成
長
効
果
が
高
く
、
税

収
増
に
直
結
す
る
。

　

１
千
兆
円
の
借
金
を
解
消

し
て
い
く
に
は
、
経
済
成
長

に
よ
る
税
収
増
が
不
可
欠

だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
大

企
業
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

み
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）
の
拡
大
を
図
っ
た
。
し

か
し
、
18
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
主
要
国
中
最
低
の
１
・

０
％
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
予
想
）
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　

大
幅
な
財
政
出
動
を
繰
り

返
し
、
大
企
業
を
応
援
し
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

済
成
長
が
軌
道
に
乗
ら
な
い

Ｑ　

日
本
の
借
金
が
１
千
兆

円
を
超
え
る
な
か
で
、
財
政

再
建
と
社
会
保
障
充
実
を
ど

う
両
立
さ
せ
る
の
か
？

教えて！

財
源
問
題

財
源
問
題

社
会
保
障

社
会
保
障

Ｑ 財政と社会保障どう両立？

主要国の経済見通し（GDP成長率比較）

大
阪
府

２
０
１
８交渉②

子
ど
も
施
策
の
拡
充
を

カ
ジ
ノ
よ
り
く
ら
し
と
福
祉

府
民
集
会
に
８
５
０
人
が
結
集

子どもの口腔保健に関する要望項目
① 学校歯科健診で「要受診」と診断された児童・生徒の受診状況
と、「口腔崩壊」状態になっている児童・生徒の実態を調査する
こと。児童・生徒が確実に治療を受けられるよう教育委員会や学
校への指導・援助を強めること

② 「大阪府子どもの生活に関する実態調査」では経済的な理由で子
どもを受診させられなかった保護者が1.8％に上ったことから、
未受診の解決へ向けた具体策に取り組むこと

③ 府下の全小中学校で給食後の歯みがき指導ができるよう教育委員
会や学校へ必要な指導・援助をすること

④ 市町村のフッ化物応用事業への補助金制度を創設すること。学校
でのフッ化物洗口の取り組みを進めるため、「フッ化物洗口マニ
ュアル」並びに「市町村教育委員会のためのフッ化物洗口導入の
手引き」を策定すること

⑤ 医療ネグレクトの早期発見と早期対応のために、スクールソーシ
ャルワーカーの配置を進めること

⑥ 「児童虐待チェックシート」を改定し、子どもの身体的特徴の項
目に「多数のむし歯がある」を、保護者・家庭の特徴等の項目に
「歯みがき習慣がない」をそれぞれ追記すること


